
施策領域

1 医療・福祉

町の基本方針
（達成していたい状態）

町民が健康で安心して医療を受けられ、介護や福祉サービスにスムーズにアクセスできる環境を整備します。

想定する取組

課

1 保健福祉課

2 保健福祉課

3 保健福祉課

4 保健福祉課

5 保健福祉課

6 保健福祉課

7 保健福祉課

8 保健福祉課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

暮らしている地域は、医療機関が充実している 41.3 42.0 維持

私の暮らしている地域では、介護・福祉施設のサービスが受けやすい 59.6 59.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町地域福祉計画

松川町障がい福祉計画・松川町障がい児福祉計画

松川町介護保険計画・地域包括ケア計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
医療機関へのアクセスが良く、混雑せずに診療を受けることが可能か 
市民は健康であるか 
介護・福祉施設へのアクセスがよく、混雑せず十分なサービスを受けることが可能か 

・医療機関が近くにある
・町内医療機関の充実（あるものは活かして）

特定健診の受診勧奨をはじめとした健康増進事業の実施

放課後等デイサービスの利用支援

松川町健康増進計画「健康まつかわ21」

松川町保健事業実施計画（データヘルス計画）

多機関協働事業
（重層的支援体制整備事業）
包括的相談支援事業による障がい者の相談支援
（重層的支援体制整備事業）

（町の主な事業）

下伊那赤十字病院の特色を生かした行政と連携した事業の実施

認知症患者やその家族を地域で支える仕組みの構築
（認知症総合事業）

事業者審査の充実等、介護保険計画の適正運用

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
（重層的支援体制整備事業）

取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見
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【参考資料】
基本計画②＜24テーマごとの政策方針＞
地域づくり会議の内容がどのように反映されているか



施策領域

2 買物・飲食

町の基本方針
（達成していたい状態）

町民が日常生活に必要な買物や飲食を、混雑なくスムーズに利用でき、質の高いサービスを安心して享受できる環境を整備します。

想定する取組

課

1 産業観光課

2 産業観光課

3 産業観光課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

暮らしている地域は、日常の買い物にまったく不便がない 30.6 41.5 上昇

私の暮らしている地域では、飲食を楽しめる場所が充実している 32.8 33.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
日常必需品へのアクセスがよく、混雑せず十分なサービスを受けることが可能か 
飲食店へのアクセスがよく、混雑せず十分なサービスを受けることが可能か 

（町の主な事業）

商店街の賑わい創出に向けた取組の支援

地域通貨など、地域内で日常的な買物に使えるツールの検討

地産地消と地域内購買活動の推進

取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

・商店街、人、イベント、飲食店等を大事に

・「安い」だけでなく「人」から買う
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施策領域

3 住宅環境

町の基本方針
（達成していたい状態）

松川町に住み続けたい（定住）・住んでみたい（移住）住環境の実現

重点的に取り組むにあたっての視点

①松川町の強みや魅力の再認識と認知拡大
②多様なニーズやライフスタイルに柔軟に対応できる住環境の整備
③地域内外の新しい「つながり」の構築と関係性を育む場の創出

想定する取組

課

1 まちづくり政策課

2 まちづくり政策課

3 まちづくり政策課

4 まちづくり政策課

5 まちづくり政策課

6 まちづくり政策課

7
産業観光課
まちづくり政策課

8 まちづくり政策課

9 まちづくり政策課

10 まちづくり政策課

11 まちづくり政策課

12 まちづくり政策課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

自宅には、心地のいい居場所がある 80.0 80.0 維持

【逆】自宅の近辺では、騒音に悩まされている 72.8 72.0 維持

私の暮らしている地域では、適度な費用で住居を確保できる 51.6 53.9 上昇

私は、いま暮らしている地域にこれからも住み続けたい 78.5% 79.0% 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町地域みらい共創プラン（第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略）

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
適度な価格で、十分な広さの居住空間を確保できるか 

若者定住住宅取得祝金制度の活用による定住支援

地球温暖化対策事業と連携したゼロカーボン住宅取得の支援

土地開発公社の活用による宅地分譲の推進

シティプロモーションも含めた移住定住に関する情報発信の強化

リニアを見据えた北部まちづくり構想

・PRが足りない、情報発信

・定住するには家や仕事、どんな面でもお金がいる。あらゆる面で、
支援があれば越したことはない

リニアでつながる都市間交流と二拠点活動の支援促進

空き家対策コーディネーターの設置検討

住宅リフォーム補助制度を活用した空き家改修支援

空き家取得補助制度の検討

（町の主な事業）

ターゲットごとに異なるアプローチの移住定住マーケティングの実践

移住希望者のためのナビゲーターとワンストップ相談窓口の検討

松川町東京事務所の設置検討

空き家を活用した移住体験住宅の整備

取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

・空き家があってもリフォームが必要

・空き家があってもリフォームが必要

・人生観×移住
・決断前の中間期、機会不足

・移住体験住宅が各地にない
・短期間やお試しで住めるところ少ない
・リニア×移住
・移住、定住の真ん中がない

・（外とのつながり）水先案内人のような人がいない
・相談できる場所など総合支援が必要

・空き家になっても手放したくない人もいる→10年後には建物が老朽
化して使いにくくなる
・空き家をうまく活用できないか
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施策領域

4 移動・交通

町の基本方針
（達成していたい状態）

リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の開通を見据え、町内外の道路網整備と公共交通の改善を推進します。

想定する取組

課

1 まちづくり政策課

2 まちづくり政策課

3 建設水道リニア対策課

4 建設水道リニア対策課

5 まちづくり政策課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、公共交通機関で、好きな時に好きなところ
へ移動ができる

33.9 36.9 上昇

私の暮らしている地域では、道路がきちんと整備されており、どこへ行
くにも移動がしやすい

― 70.0% 新規

詳細について展開する関連個別計画等

地域公共交通計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
公共交通機関へのアクセスが良く、自家用車に依存し過ぎない生活は可能か 
通勤時間は過度な負担ではないか 

松川町都市計画マスタープラン

（町の主な事業）

使える公共交通にするための仕組みづくり

リニアを見据えた伊那大島駅の在り方検討とJR飯田線の活性化の促進

道路網整備計画（仮称）の策定

飯島飯田線上片桐バイパス、上片桐停車場線バイパスの整備推進

公共交通を活用した免許返納者へのおでかけ支援

・交通機関（車に乗れない人のためのサポート、町外の人も）
・子どもの送迎「バス」便利

・中高生のリアルな場での居場所が少ない

・道路整備、インフラ整備

・道路整備、インフラ整備

・交通機関（車に乗れない人のためのサポート、町外の人も）
・高齢化社会に応じたまちづくり、車が無くても移動できる

取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見
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施策領域

5 遊び・娯楽

町の基本方針
（達成していたい状態）

町民や観光に訪れた人が、心身のリフレッシュや交流を楽しむため、多様な娯楽機会を提供し、誰もが気軽に楽しめる環境を整えます。

想定する取組

課

1 産業観光課

2 産業観光課

3 産業観光課

4 生涯学習課

5 生涯学習課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域には、楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある 23.1 38.8 上昇

私の暮らしている地域には、楽しい時間を過ごせる機会や場所がある ― 70.0% 新規

私の暮らしている地域には、他の人に紹介したい場所やスポットがある ― 70.0% 新規

詳細について展開する関連個別計画等

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
娯楽の機会が十分にあるか 

・清流苑、温泉、プールの活用

・清流苑、温泉、プールの活用

公民館事業における体験プログラムの充実

（町の主な事業）

時代やニーズに即応する清流苑運営

健康増進、介護予防、幼児体力づくり等での活用による利用者の増加を通じたプール等施設の持
続的な運営

旧松川青年の家の活用

図書館・資料館のイベントや企画展の充実

取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見
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施策領域

6 子育て

町の基本方針
（達成していたい状態）

・「町が育ててくれた」と思える環境

重点的に取り組むにあたっての視点

①結婚、妊娠・出産、子育ての希望が実現できる支援体制の構築
②こども・若者の良好な生育環境の確保と切れ目のない支援
③健やかに成長、自立できる社会づくり

想定する取組

課

1 保健福祉課

2 保健福祉課

3 保健福祉課

4 保健福祉課

5 保健福祉課

6 保健福祉課

7 保健福祉課

8 保健福祉課

9 保健福祉課

10 こども課

11 こども課

12 こども課

13 こども課

14 こども課

15 こども課

16 こども課

17 保健福祉課

18 こども課

19 まちづくり政策課 ・子どもの送迎「バス」便利

20 保健福祉課

21 保健福祉課

22 保健福祉課

23
生涯学習課
保健福祉課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、子育て支援・補助が手厚い 45.5 60.0 上昇

私の暮らしている地域では、子どもたちがいきいきと暮らせる 50.1 60.0 上昇

詳細について展開する関連個別計画等

松川町地域福祉計画

松川町こども計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
子育てを支援する施設へのアクセスが良く、施設規模も適切か 

・仕事と育児の両立

・子育てにかかるお金の支援

・子育て世代が気軽に集まれ相談できる場、親同士のつながり
・おひさまは立地的に行きにくい、おひさまの充実

・0才から18才までの一貫した見守り

・病児対応

・特色ある保育園
・小さい頃の遊びや教育、思い出

子育て支援センターおひさまのカリキュラムやイベントの充実と、立地を含めた施設再整備の検
討

こども家庭センターの体制強化及び支援の充実

包括的相談支援事業による子ども及び子育て世代の相談支援
（重層的支援体制整備事業）

ブックスタートなど図書館を通じた子育て支援

計画的な保育園施設・環境の整備

保育園の運営の研究

小学校、中学校入学時の入学祝い金の支給

福祉医療の充実・推進（18歳までの子ども、ひとり親）

児童館サービスの安定供給による保護者支援

公共交通を活用した子どもの送迎支援の検討

やまほいくや英語遊びなど、地域性と国際感覚を取り入れた特色ある保育園の運営

妊婦訪問・両親学級など、妊娠・出産・育児に係る相談や学びの支援

乳幼児健診・相談の充実

産後健診・産後ケア事業による出産後の母親へのサポート

授乳・育児サポート事業、保育サポート事業などの育児支援

出生子育て支援金・出産子育て応援給付金による経済支援

「あそびの教室」の拡充検討など、療育事業の推進によるこどもの成長・発達支援

町内に通園・通学する園児・児童・生徒の給食費無償化

学力検定（英語）料の補助による児童生徒の学力向上支援

病児保育の体制の検討

取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

すべてのこども・若者が切れ目なく支援を受けられ、地域全体で子どもを育てる・子育てを応援する風土を醸成し、「こ
どもまんなか社会」の実現を目指します。

（町の主な事業）

松川町結婚相談所やながの結婚マッチングアプリを通じた出会いのサポート

結婚新生活支援事業による新婚世帯へのサポート

めばえ支援・めばえ相談による妊娠を望む家庭への支援

・結婚 若い世代の出会いの場 外の人とも。そもそも重要
・結婚に対する支援

・妊娠に対する正しい知識、不妊治療等

・産後のケア。子どもの状態、母のメンタルケア

・子育てにかかるお金の支援

・子育てにかかるお金の支援

・育児への支援（状況に応じてもらえると良い）
・出産後に働きやすい家庭の環境、病児対応
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施策領域

7 初等・中等教育

町の基本方針
（達成していたい状態）

重点的に取り組むにあたっての視点

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 こども課

2 こども課

3 こども課

4 生涯学習課

5 生涯学習課

6 こども課

7 こども課

8
こども課
まちづくり政策課

9 こども課

10 こども課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、教育環境（小中高校）が整っている 46.7 50.0 上昇

私の暮らしている地域では、通学しやすい場所に学校がある 43.0 43.0 維持

周りの地域と比べて、子どもたちが特色ある教育や体験ができると思う ― 70.0% 新規

私の暮らしている地域では、学校教育に特色がある ― 70.0% 新規

詳細について展開する関連個別計画等

松川町教育大綱

松川町こども計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
教育環境（小学校、中学校、高校）は整っているか 

・困難さを抱えるこども、家庭の支援

・放課後の居場所（こども教室、児童館）

・高校まで存在することが魅力として感じられない
・中学生と町の人との関わり

・課外活動の支援、中学生の部活、体験の多様性

・小中学生向けキャリア教育の内容
 →アップデートし現代社会に合わせたい

放課後を使った地域との交流活動の実施

松川町地域福祉計画

〇地域の自然や生活、歴史や文化の学習、スポーツを通して、豊かな感性と郷土愛を育て、学校と地域・保護者が連携し
て、自らの夢を実現し、世界に挑戦するたくましい児童生徒の育成を目指すためのより良い教育環境の整備
〇地域と一体となって大人も子どももふるさとに誇りと愛着を持つ教育の推進
〇英語遊びや英語活動、国際交流等を通じて、幼少期から国際感覚を養うための教育の推進
〇新しい時代を生き抜くための児童生徒の確かな学力の向上
〇個性や多様性を尊重し、全ての人が互いに支え合いながら、共に生きることができる社会の実現

松川町教育大綱に則り、小中高の教育環境を整備し、子どもたちが安心して学べる場を提供することで、質の高い、特色
ある教育を実現します。

（町の主な事業）

学園化構想の推進による保・小・中12年間のシームレスな教育体系の実現

フリースクールを主とした学校以外のこどもの居場所づくり

サマーチャレンジ、地域未来塾など、地域と連携した児童生徒の学力向上の取組

てらこや松中・しごと未来フェアによる児童生徒の学習機会・キャリア教育の拡充

中学校文化クラブの運営による中学生の文化系活動の確保

小学校・中学校ALT配置強化による英語教育の推進

登校できない子どもたちへの段階に応じた柔軟な支援

総合的な学習の時間など、地域資源を活用した小・中・高における総合的な学びの提供

計画的な町内小中学校３校の施設・環境整備

・小・中・高が松川にはある
・２校ある小学校をどうしていくか
・学校にこだわらない。教育の多様性
・楽しく学力アップ。学校だけに頼らない
・こどもの居場所
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施策領域

8 地域行政

町の基本方針
（達成していたい状態）

充実した持続可能な公共サービスを提供し、町民が安心して暮らせる地域行政を実現します。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 総務課

2 住民税務課

3 生涯学習課

4 まちづくり政策課

5 建設水道リニア対策課

6 建設水道リニア対策課

7 生涯学習課

8 建設水道リニア対策課

9 総務課

10 総務課

11 建設水道リニア対策課

12 総務課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

暮らしている地域の行政は、地域のことを真剣に考えていると思う 43.0 44.5 上昇

暮らしている地域の公共施設は使い勝手がよく便利である 45.9 48.0 上昇

私は、自分にとって必要な行政情報や町に関する情報を簡単に見たり得
たりすることができる

― 70.0% 新規

詳細について展開する関連個別計画等

松川町橋梁長寿命化修繕計画

松川町トンネル長寿命化修繕計画

松川町舗装長寿命化修繕計画

松川町公共下水道全体計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
公共サービスは充実しているか 
公共サービスは持続可能か 

（町の主な事業）

スクラップアンドビルドの励行と将来投資効果から逆算したメリハリのある予算編成

収納対策強化による財政基盤の強化

住民が利用しやすい図書館・資料館の運営

時代やニーズに合った鮮度の高い情報発信

松川町DX推進要領

公共施設等総合管理計画

橋梁・トンネル・舗装の修繕維持管理によるライフラインの確保

松川町公共下水道全体計画に基づく下水道の統廃合に向けた準備

住民が利用しやすい社会教育施設の運営

松川町水道ビジョン

水道事業アセットマネジメント

リニア発生土における運搬の安全性確保と利活用の検討

業務における職員のコンプライアンス意識の醸成

地域や組織について自ら課題を発見し、行動できる職員の育成

老朽配水管の更新・水道施設の維持管理

公共施設等総合管理計画に基づく維持管理
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施策領域

9 デジタル生活

町の基本方針
（達成していたい状態）

行政のデジタル活用を推進し、誰もが利用できるデジタル環境を整備することで、便利で快適な生活を実現します。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 まちづくり政策課

2 まちづくり政策課

3 住民税務課

4 住民税務課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、行政サービスのデジタル化が進んでいる 44.5 50.0 上昇

私の暮らしている地域では、仕事や日常生活の場でデジタルサービスを
利用しやすい

40.9 50.0 上昇

詳細について展開する関連個別計画等

松川町DX推進要領

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
行政がデジタルの利活用を推進しているか 
デジタルが活用されるための環境が整っているか 

（町の主な事業）

デジタル基盤構築を見据えた新たな情報発信ツールの検討

ＤＸ推進要領の更新と取組み推進

フロントヤード改革の検討

デジタル生活の基盤構築に向けたマイナンバーカードの普及促進
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施策領域

10 公共空間

町の基本方針
（達成していたい状態）

徒歩圏内に心地よい公園や緑地を整備し、歩きたくなる魅力的な街並みを創出して、安心して過ごせる公共空間を提供します。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 建設水道リニア対策課

2 まちづくり政策課

3 建設水道リニア対策課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

暮らしている地域の雰囲気は、自分にとって心地よい 49.6 50.0 維持

私の暮らしている地域には、まちなか、公園、川沿い等で、心地よく歩ける場所がある37.8 38.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

公園施設長寿命化計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
公園や緑地等の公共空間が、混み過ぎず、かつ徒歩圏に存在するか 
歩きたくなる街並みか 

（町の主な事業）

公園長寿命化計画に則った公園の整備促進

ガバメントクラウドファンディング等を活用した小中学校のグラウンド芝生化検討

立地適正化計画の策定

・公園の整備
・気軽に集まれる施設、整備された公園、こどもを連れていける場
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施策領域

11 都市景観

町の基本方針
（達成していたい状態）

魅力的で素敵な都市景観を創造し、町民が誇りに思える美しい街づくりを推進します。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 建設水道リニア対策課

2 建設水道リニア対策課

3 まちづくり政策課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域には、自慢できる都市景観がある 33.9 34.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町景観計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
素敵な都市景観があるか 

松川町都市計画マスタープラン

（町の主な事業）

景観計画に基づく都市景観の整備

松川町屋外広告物要綱に基づく都市景観の整備・不要広告物の撤去

リニア・三遠南信開通を見据えた統一サインの検討
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施策領域

12 自然景観

町の基本方針
（達成していたい状態）

美しい自然景観を保全・再生し、町民が自然の恵みを享受できる環境を整え、心豊かな生活を支えます。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 産業観光課

2 生涯学習課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域には、自慢できる自然景観がある 62.4 62.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町環境基本計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
綺麗な自然の景色があるか 

（町の主な事業）

農村風景に調和する果樹園の維持支援

ツツザキヤマジノギク等の学習活動を通じた町内に生息する希少種等普及啓発と保護活動推進

・自然環境 四季を感じる、果樹園が広がる景色
・きれいに手入れされた果樹園のある風景
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施策領域

13 自然の恵み

町の基本方針
（達成していたい状態）

豊かな自然環境を守り、町民が自然の恵みを享受できる持続可能な地域づくりを推進します。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 産業観光課

2 産業観光課

3 住民税務課

4 建設水道リニア対策課

5 建設水道リニア対策課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

暮らしている地域では、身近に自然を感じることができる 73.3 73.0 維持

暮らしている地域の空気や水は澄んでいてきれいだと感じる 74.7 74.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町環境基本計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
豊かな自然環境はあるか 

松川町水道ビジョン

（町の主な事業）

およりての森の整備を通じた町民が気軽に自然と触れ合える場所の提供

環境保全型農業の推進

河川等の汚濁防止による水環境などの保全

安定したきれいな水道水の供給

農地耕作条件改善事業による地域のニーズに沿ったきめ細かな農地基盤整備

・おいしくてきれいな水

・自然環境、およりての森、特別のロケーション
・自然の恵みを感じられる機会
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施策領域

14 環境共生

町の基本方針
（達成していたい状態）

地域一体となって地球温暖化防止対策と脱炭素社会の実現に取り組み、環境に配慮した持続可能な地域づくりを進めます。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 住民税務課

2 住民税務課

3 住民税務課

4 住民税務課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、リサイクルや再生可能エネルギー活用等、
環境への取組みが盛んである

68.2 68.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町環境基本計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
空気はきれいか 
地球環境への負荷が高くはないか 

松川町地球温暖化防止対策実行計画

（町の主な事業）

３R運動の推進や不法投棄撲滅によるごみの適正処理及び減量

住民へのゼロカーボンに関する普及啓発

自然エネルギーの有効活用と省エネルギーの推進に向けた支援

公用車、公共交通等のEV、ハイブリッド化など次世代自動車への転換に向けた設備整備の検討
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施策領域

15 自然災害

町の基本方針
（達成していたい状態）

自然災害のリスクを低減し、防災対策を強化することで、町民が安心して暮らせる安全な地域づくりを進めます。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 総務課

2 建設水道リニア対策課

3 建設水道リニア対策課

4 建設水道リニア対策課

5 総務課

6 総務課

7 総務課

8 産業観光課

9 建設水道リニア対策課

10 建設水道リニア対策課

11 総務課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、防災対策がしっかりしている 64.2 64.0 維持

私は、災害が起きた時の備えを日ごろからしっかり行っている ― 70% 新規

詳細について展開する関連個別計画等

松川町災害廃棄物処理計画

松川町国土強靭化地域計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
自然災害のリスクが高くはないか 
防災への取組や備えは充実しているか 

・災害に強いところであること
・災害時に孤独を感じない信頼できる場所がある

・災害に強いところであること
・災害時に孤独を感じない信頼できる場所がある

・災害に強いところであること
・災害時に孤独を感じない信頼できる場所がある

松川町森林整備計画

（町の主な事業）

地区ごとの防災計画の推進・支援

国県と連携した天竜川、片桐松川の治水整備推進

ため池の耐震診断、跡地利用を含む継続・廃止の検討

雨水排水計画（仮称）の策定

地域防災計画に基づく防災力の維持・強化

消防団の維持（在り方の検討）

自主防災組織の構築・運営支援による地域の自主防災力の向上

松川町森林整備計画に基づく森林の整備及び保全

非常用飲料水袋の備蓄

農業用水路の防災減災

ハザードマップの更新・配布による土砂災害警戒区域等の周知普及

松川町地域防災計画
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施策領域

16 事故・犯罪

町の基本方針
（達成していたい状態）

交通事故や犯罪を減少させ、安全で安心な生活環境を提供するため、地域の防犯・交通安全対策を強化します。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 総務課

2
総務課
こども課
建設水道リニア対策課

3 保健福祉課

4 保健福祉課

5
住民税務課
総務課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域は、防犯対策（交番・街燈・防犯カメラ・住民の
見守り等）が整っており、治安がよい

43.0 51.2 上昇

私の暮らしている地域では、歩道や信号が整備されていて安心である 40.4 43.7 上昇

詳細について展開する関連個別計画等

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
交通事故は少ないか 
犯罪は少ないか 

・歩道（通学路）の整備、街頭（安全）
・子どもたちが安全に過ごせる環境（歩道、通学路）。

特殊詐欺対策の啓発・周知等、犯罪予防の推進

（町の主な事業）

防犯カメラ、防犯灯の整備等による防犯対策の推進

街路灯、ゾーン30の設定等、歩行者の安全確保の取組

民生委員・児童委員の活動推進・支援

社会を明るくする運動による犯罪や非行のない地域づくりの推進
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施策領域

17 地域とのつながり

町の基本方針
（達成していたい状態）

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 まちづくり政策課

2 生涯学習課

3 まちづくり政策課

4 まちづくり政策課

5 産業観光課

6 まちづくり政策課

7 保健福祉課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私は、同じ町内（集落）に住む人たちを信頼している 80.0 80.0 維持

私の暮らしている地域では、地域活動（自治会・地域行事・防災活動
等）への市民参加が盛んである

80.0 80.0 維持

暮らしている地域には、困ったときに相談できる人が身近にいる 80.0 80.0 維持

私は、町内（集落）の人が困っていたら手助けをする 80.0 80.0 維持

私は、この町内（集落）に対して愛着を持っている 80.0 80.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町地域福祉計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
孤独を感じる人は少ないか 
地域の人と交流する機会があるか 
地域の関係人口を創出する取組みは盛んであるか 

松川町地域みらい共創プラン（第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略）

孤独を感じる人を減らし、地域の交流機会を維持することで、つながりを深める取り組みを推進し、誰もが参加できる地域社会を実現します。
来訪者にも町の魅力を知ってもらい、町を訪れてもらうことで関係人口を創出します。

（町の主な事業）

リニア・三遠南信を見据えた都市間交流事業の促進

地区公民館による地域に根差した各種事業の継続支援

地域の実情にあった自治会組織の持続・再編支援

やりたいことでつながる新しいコミュニティへの支援

ふるさと納税を通じた財政基盤の強化と関係人口の創出

地域の実情にあった集落支援員の設置及び活用

地域づくり事業
（重層的支援体制整備事業）

・人のつながり×移住、都市部とのつながる接点が細く、薄い
・新しいものに寛容、受け入れるということ

・地域内のつながり、人と人とのつながり
・自治会システムの見直し

・地域内のつながり、人と人とのつながり
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施策領域

18 多様性と寛容性

町の基本方針
（達成していたい状態）

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 生涯学習課

2 保健福祉課

3 保健福祉課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

この町内（集落）には、どんな人の意見でも受け入れる雰囲気がある 55.6 55.0 維持

私は、見知らぬ他者であっても信頼する 52.6 52.0 維持

私は、町内（集落）の人が自分をどう思っているかが気になる 63.0 63.0 維持

私の暮らしている地域には、女性が活躍しやすい雰囲気がある 44.2 45.0 上昇

私の暮らしている地域には、若者が活躍しやすい雰囲気がある 47.4 48.0 上昇

詳細について展開する関連個別計画等

松川町地域福祉計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
多様な社会を実現できているか 

多様な価値観や背景を尊重し、誰もが居場所と役割を持つことができ、関わりあいながら共に生活できる寛容な社会を実
現するための取り組みを推進します。

松川町男女共同参画計画

（町の主な事業）

男女共同参画事業の推進

参加支援事業
（重層的支援体制整備事業）

長野県パートナーシップ協定に基づく取組の推進
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施策領域

19 自己効力感

町の基本方針
（達成していたい状態）

自分の意見やアイデアを社会に反映できる仕組みを整え、町民が自らの力を実感できる地域づくりを進めます。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1
まちづくり政策課
保健福祉課

2 まちづくり政策課 ・町民がアイデアを出し合って暮らしていける町にしたい

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

自分のことを好ましく感じる 70.4 70.0 維持

暮らしている地域には、自分が自己表現できる場や活躍できる場がある ― 70.0% 新規

詳細について展開する関連個別計画等

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
選挙を通じて、自分の意思を社会に反映することができるか 

（町の主な事業）

まつかわマイプロジェクトを核とした中学生から若者を中心とした多世代コミュニティ創出

地域の実情にあった町民提案型まちづくり事業の運用
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施策領域

20 健康状態

町の基本方針
（達成していたい状態）

住民が心身ともに健康で活力ある生活を送れるよう支援する地域づくりを進めます。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 保健福祉課

2 保健福祉課

3 生涯学習課

4 保健福祉課

5 保健福祉課

6 保健福祉課

7 保健福祉課

8 保健福祉課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私は、身体的に健康な状態である 74.6 74.0 維持

私は、精神的に健康な状態である 78.6 78.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

松川町地域福祉計画

松川町健康増進計画「健康まつかわ21」

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
市民は健康であるか 

環境保全型農業と連携した食育の推進

松川町保健事業実施計画（データヘルス計画）

いのち支える松川町自殺対策基本計画

（町の主な事業）

包括的相談支援事業による生活困窮者への支援
（重層的支援体制整備事業）

健診結果説明会など特定保健指導の実施

生涯スポーツの推進

いのち支える松川町自殺対策基本計画による心の健康支援

自治会や企業等向けの健康学習会の開催

住民グループと連携した健康を考える集会の開催

介護予防学習会の積極推進による健康寿命の延伸

・病気になる前の知識をつける

・病気になる前の知識をつける

・病気になる前の知識をつける

・病気になる前の知識をつける

・メンタルヘルス改善
・自殺につながらないように
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施策領域

21 文化・芸術

町の基本方針
（達成していたい状態）

多様な芸術家が集まり、豊かな文化財を守ることで、地域の文化・芸術を育み、町民が共に楽しめる環境を提供します。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 生涯学習課

2 産業観光課

3 保健福祉課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

暮らしている地域は、文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい 43.2 43.0 維持

将来生まれてくる世代のために、良い環境や文化を残したい 80.0 80.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
芸術家が多く集まっているか 
文化財が多く存在するか 

（町の主な事業）

文化協会と連携した松川町文化祭の開催支援

御柱祭等の地域の伝統芸能継承の支援

郷土料理をはじめとした食文化の継承

・行事やお祭り（子どもも大人も笑顔あふれる場があること）
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施策領域

22 教育機会の豊かさ

町の基本方針
（達成していたい状態）

地域で多様な教育の選択肢を提供することで、すべての町民が学びや成長を実感できる環境を整えます。

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 生涯学習課

2 生涯学習課

3 生涯学習課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、学びたいことを学べる機会がある 38.4 38.0 維持

詳細について展開する関連個別計画等

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
地域の教育水準は高く、教育の選択肢が多いか 

（町の主な事業）

公民館研究集会や駅伝大会・成人式等、公民館本館三部（社会部・体育部・編集部）による専門
部事業の実施

まつかわ大学など各種講座の開催による住民の学習機会の提供

社会教育団体への支援
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施策領域

23 雇用・所得

町の基本方針
（達成していたい状態）

豊富な雇用機会を創出し、適正な所得を得られる環境を整えることで、町民が安心して生活できる地域経済の発展を目指します。

重点的に取り組むにあたっての視点

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 まちづくり政策課

2 まちづくり政策課

3 建設水道リニア対策課

4 産業観光課

5 産業観光課

6 産業観光課

7 産業観光課

8 産業観光課

9 産業観光課

10 産業観光課

11
保健福祉課
産業観光課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

私の暮らしている地域では、やりたい仕事を見つけやすい 31.6 37.0 上昇

私の暮らしている地域では、適切な収入を得るための機会がある 32.3 43.9 上昇

詳細について展開する関連個別計画等

地域計画

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
十分な雇用機会があるか 
適切な水準の所得を得られるか 

・農業の後継者不足、後継者育成、人づくり

・起業×地域
 どの会社がどんなことをしているかあまり知らない

・後継者の育成、人づくり

・働く場を増やさなければいけない、やりたい仕事、働き方の多様性
・企業誘致する場所の確保

・大学、企業と連携した品質の向上

①多様な働き方と産業の振興
②地域内の主な産業である農業と製造業の後継者支援制度や人材育成の強化
③リニア時代を見据えた二拠点居住の推進など、柔軟な働き方を支援する仕組みの整備
④地域内での働きがいや職業選択の幅を広げる

地域未来投資促進法における長野県南信州地域基本計画

（町の主な事業）

リニアを見据えた二拠点居住につながるシゴトづくりの促進

リニアを見据えた二次交通の検討

国道153号リニア北バイパスの整備推進

就業相談員を通じた職業体験の機会創出

地元企業と連携した企業説明会の在り方検討

果樹研修生制度とグリーンみらいまつかわを軸とした農業後継人材の育成

商工業の事業承継支援のための実態把握と相談先の斡旋

業種や事業規模にこだわらない時代にあった企業誘致

農村の維持に資する集落営農組織の検討

民間と連携したクリーンな栽培体系の研究

農福連携の伴走支援

・リニアの開通、それに伴う働き方、暮らし方
・リニア、三遠南信に伴うインフラ整備
・リニア~松川までの広域的公共交通

・お試しを増やす
町の中（広域で）でインターンシップ先をグループ化する
→町内企業のPRにもつながる
・色々なシゴトを経験できる場、ライフスタイルに合った仕事の探し
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施策領域

24 事業創造

町の基本方針
（達成していたい状態）

スタートアップが活発に進む支援環境を整え、新たなビジネスの創出を促進することで、地域経済の活性化を図ります。

重点的に取り組むにあたっての視点

①子どもたちや若者に向けたキャリア教育
②地域内での起業や新事業の創出を促進するため、起業支援を強化する

想定する取組

課 取組み・事業内容の元となった地域づくり会議で出た課題・意見

1 まちづくり政策課

2 産業観光課

3 産業観光課

成果指標
（アンケートによる主観指標）

現状値（2023） 目標値（2028） 考え方

暮らしている地域には、新たな事に挑戦・成長するための機会がある 34.4 44.5 上昇

詳細について展開する関連個別計画等

（ウェルビーイング指標における客観指標のKPI測定主旨）
スタートアップが進行する環境があるか 

（町の主な事業）

創業支援事業や町商工業振興資金預託事業を通じたスタートアップ支援

半農半Xも含めた果樹農業研修生制度の展開

・起業の支援

・起業の支援
・農業の後継者の人材育成

アントレプレナーシップ教育を核とした学びのまちづくりの推進
・どういうスキルを身につけたらよいか学ぶ機会が少ない
・得意、やりたいを生かした学びの場
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